
（当初）

九州農政局

令和７年度

ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

積 算 書

北部九州土地改良調査管理事務所



事業名

局名

事業（務）所名

事業名

業務名

施工場所

業務番号

業務区分

積算区分

地域区分

地区区分

工期

積算体系年月

単価期適用年月

歩掛期適用年番号

電力会社名

九州農政局

北部九州土地改良調査管理事務所

 ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

大分県竹田市荻町地内

 7-004-0040

単年度

当初積算

大分

竹田

 ７ヶ月 

令和７年３月

令和７年３月―Ａ

令和６年９９号―Ａ

九州電力

項  目  名 内     容

積算書鏡
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   1/   2)



事業名

設計業務費

・設計業務価格

・消費税相当額（１０％）

業務内容

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

準備作業

状況調査

実施設計

点検取りまとめ

項  目  名 数  量

積算書鏡
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   2/   2)

1.000

1.000

1.000

1.000

備  考

1

2

3

4

式

式

式

式

単位規    格番号 金  額

27,313,000

24,830,000

2,483,000



事業名

業務名

業務区分

積算区分

積算体系区分

工種区分

工種体系区分

施工地域区分

電力区分

冬期補正

冬期補正（現場管理費）

豪雪補正

亜熱帯補正

被災地補正（共通仮設費）

被災地補正（現場管理費）

週休２日補正

熱中症対策補正（現場管理費）

現場環境改善費の計上

3次元出来形管理補正(現場管理費)

3次元出来形管理補正(共通仮設費)

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

単年度

当初積算

設計業務

実施設計

業務積算（設計）

補正なし 

低圧・業者持・１年未満 

なし 

 0.00％ 

なし 

なし 

 1.000

 1.000

補正なし 

 0.00％ 

しない 

補正なし 

補正なし 

項  目  名 内     容

業務別鏡
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   1/   2)



10,136,000×53.850

16,144,000×53.850

設計業務価格

・業務原価

・・直接原価

・・・直接人件費

・・・直接経費(電子成果品作成費を除く)

・・・直接経費（電子成果品作成費）

・・その他原価

・一般管理費等

1.000

1.000

1.000

式

式

式

24,830,000

16,144,000

10,686,000

10,136,000

318,000

232,000

5,458,000

8,693,000

事業名

項  目  名 金  額

業務別鏡
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   2/   2)

備  考単位数  量



事業名

直接人件費内訳

直接人件費

・直接人件費

・・直接人件費

・・・ 設計作業費

・・・ 打合せ（設計）

・・・ 外業移動日基準日額

工  種  名  称 金  額

直接人件費内訳表
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   1/   1)

10,136,000

10,136,000

10,136,000

10,136,000

9,494,000

554,000

88,000

備  考

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

式

式

式

式

式

式

単位数  量



事業名

直接経費(電子成果品作成費を除く)内訳

直接経費(電子成果品作成費を除く)

・直接経費(電子成果品作成費を除く)

・・直接経費(電子成果品作成費を除く)

・・・ 旅費交通費（設計）

・・・ その他

工  種  名  称 金  額

直接経費(電子成果品作成費を除く)内訳表
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   1/   1)

318,000

318,000

318,000

318,000

307,000

11,000

備  考

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

式

式

式

式

式

単位数  量



数  量 単位 単  価

事業名

直接人件費

・直接人件費

・・直接人件費

・・・ 設計作業費

準備作業

状況調査（現地調査）

状況調査（施設情報の整理）

実施設計（自動給水ゲートの検討）

実施設計（自動給水ゲートの実施設計）

点検取りまとめ

・・・ 打合せ（設計）

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,着手前・最終,1.00人,1.00人,0.00人,0.00人,0.5日,0.46日

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,中間,0.00人,1.00人,1.00人,0.00人,0.5日,0.46日

・・・ 外業移動日基準日額

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

1 式当たり

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単   4号

歩Ａ・単Ａ

Ｔ単   1号

歩Ａ・単Ａ

Ｔ単   2号

歩Ａ・単Ａ

Ｔ単   3号

歩Ａ・単Ａ

Ｔ単   4号

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単   8号

1 式当たり

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単  10号

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単  11号

1 式当たり

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単   1号

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単   2号

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単   3号

名  称（規  格） 金  額

業務費明細書
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   1/   2)

10,136,000

10,136,000

10,136,000

9,494,000

519,400

1,802,500

4,161,200

1,428,301

1,178,526

404,000

9,493,927

554,000

242,880

311,328

554,208

88,000

33,450

29,800

24,250

87,500

備  考

9,494,000

519,400

17,500

40,400

13,867

11,442

404,000

554,000

121,440

103,776

88,000

66,900

59,600

48,500

式

式

式

式

箇所

箇所

箇所

箇所

式

式

回

回

式

人

人

人

1.000

1.000

1.000

1.000

103.000

103.000

103.000

103.000

1.000

1.000

2.000

3.000

1.000

0.500

0.500

0.500

合 計

合 計

合 計

S63003

T00001

T00002

T00003

T00004

S63003

S63010

S63010

S02115

S02115

S02115



数  量 単位 単  価

事業名

直接経費(電子成果品作成費を除く)

・直接経費(電子成果品作成費を除く)

・・直接経費(電子成果品作成費を除く)

・・・ 旅費交通費（設計）

旅費交通費（設計外業宿泊用）

乙地,ライトバン,1.00日,1日,2時間,なし,100km≦Ｌ（100km以上）

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,着手前・最終,通勤により打合せ,,,ライトバン,1日,4時間,100km

        ≦Ｌ（100km以上）

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,中間,通勤により打合せ,,,ライトバン,1日,4時間,100km≦Ｌ（10

        0km以上）

・・・ その他

電子納品版業務報告書作成

        1,Ａ－４,800,8㎝,0

1 式当たり

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単  14号

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単  12号

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単  13号

1 式当たり

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単  15号

名  称（規  格） 金  額

業務費明細書
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   2/   2)

318,000

318,000

318,000

307,000

288,113

7,656

11,484

307,253

11,000

10,895

10,895

備  考

307,000

288,113

3,828

3,828

11,000

10,895

式

式

式

式

回

回

式

式

1.000

1.000

1.000

1.000

2.000

3.000

1.000

1.000

合 計

合 計

S63017

S63011

S63011

S63023



S02115

S02115

S02115

S63003

S63003

S63003

S63003

S63003

S63007

S63010

S63010

S63011

S63011

S63017

S63023

T00001

T00002

T00003

T00004

コード 名  称（規  格） 数  量

事業名

＊＊＊ Ｓ単－ 1号 ＊＊＊

主任技師

主任技師

＊＊＊ Ｓ単－ 2号 ＊＊＊

技師（Ａ）

技師（Ａ）

＊＊＊ Ｓ単－ 3号 ＊＊＊

技師（Ｂ）

技師（Ｂ）

＊＊＊ Ｓ単－ 4号 ＊＊＊

準備作業

設計労務(直接人件費内業)

＊＊＊ Ｓ単－ 5号 ＊＊＊

設計労務(直接人件費内業)

設計労務(直接人件費内業)

＊＊＊ Ｓ単－ 6号 ＊＊＊

設計労務(直接人件費内業)

設計労務(直接人件費内業)

＊＊＊ Ｓ単－ 7号 ＊＊＊

設計労務(直接人件費内業)

設計労務(直接人件費内業)

＊＊＊ Ｓ単－ 8号 ＊＊＊

点検取りまとめ

設計労務(直接人件費内業)

＊＊＊ Ｓ単－ 9号 ＊＊＊

現地調査

設計労務(直接人件費外業)

＊＊＊ Ｓ単－ 10号 ＊＊＊

打合せ（設計業務基準日額）

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,着手前・最終,1.00人,1.00人,0.00人,0.00人,0.5日,0.46日

＊＊＊ Ｓ単－ 11号 ＊＊＊

打合せ（設計業務基準日額）

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,中間,0.00人,1.00人,1.00人,0.00人,0.5日,0.46日

＊＊＊ Ｓ単－ 12号 ＊＊＊

打合せ（設計旅費・交通費)

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,着手前・最終,通勤により打合せ,,,ライトバン,1日,4時間,100km≦

Ｌ（100km以上）

＊＊＊ Ｓ単－ 13号 ＊＊＊

打合せ（設計旅費・交通費)

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,中間,通勤により打合せ,,,ライトバン,1日,4時間,100km≦Ｌ（100km

以上）

＊＊＊ Ｓ単－ 14号 ＊＊＊

旅費交通費（設計外業宿泊用）

旅費交通費（設計外業宿泊用）

乙地,ライトバン,1.00日,1日,2時間,なし,100km≦Ｌ（100km以上）

＊＊＊ Ｓ単－ 15号 ＊＊＊

電子納品版業務報告書作成

電子納品版業務報告書作成

1,Ａ－４,800,8㎝,0

＊＊＊ Ｔ単－ 1号 ＊＊＊

状況調査（現地調査）

＊＊＊ Ｔ単－ 2号 ＊＊＊

状況調査（施設情報の整理）

＊＊＊ Ｔ単－ 3号 ＊＊＊

実施設計（自動給水ゲートの検討）

＊＊＊ Ｔ単－ 4号 ＊＊＊

実施設計（自動給水ゲートの実施設計）

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

金  額

単価一覧表
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   1/   1)

備  考

66,900

59,600

48,500

519,400

404,000

138,670

114,420

404,000

175,000

121,440

103,776

3,828

3,828

288,113

10,895

17,500

40,400

13,867

11,442

人

人

人

式

式

式

式

式

式

回

回

回

回

式

式

箇所

箇所

箇所

箇所

単位 単  価



事業名

＊＊＊ Ｓ単－ 1号 ＊＊＊

主任技師

主任技師

1)労務ｺｰﾄﾞ

2)労務単価算定区分

主任技師

＊＊＊ Ｓ単－ 2号 ＊＊＊

技師（Ａ）

技師（Ａ）

1)労務ｺｰﾄﾞ

2)労務単価算定区分

技師（Ａ）

＊＊＊ Ｓ単－ 3号 ＊＊＊

技師（Ｂ）

技師（Ｂ）

1)労務ｺｰﾄﾞ

2)労務単価算定区分

技師（Ｂ）

＊＊＊ Ｓ単－ 4号 ＊＊＊

準備作業

設計労務(直接人件費内業)

1)主任技術者の人数

2)技師長の人数

3)主任技師の人数

4)技師Ａの人数

5)技師Ｂの人数

6)技師Ｃの人数

7)技術員の人数

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

技師（Ｃ）

＊＊＊ Ｓ単－ 5号 ＊＊＊

設計労務(直接人件費内業)

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 人

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 人

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 人

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 式

歩Ａ

当たり算出

名  称 金  額

施工単価表 単価期Ａ
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   1/   5)

66,900

66,900

66,900

59,600

59,600

59,600

48,500

48,500

48,500

133,800

119,200

145,500

120,900

519,400

519,400

備  考

66,900

59,600

48,500

66,900

59,600

48,500

40,300

人

人

人

人

人

人

式

人

人

人

人

式

式

単位 単  価

1.000

1.000

1.000

2.000

2.000

3.000

3.000

数  量

S02115

R04003

S02115

R04004

S02115

R04005

S63003

R04003

R04004

R04005

R04006

S63003

コード

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

1.000 人

1.000 人

1.000 人

1.000 式

1.000 式

R04003

基(B)

R04004

基(B)

R04005

基(B)

0.00人

0.00人

2.00人

2.00人

3.00人

3.00人

0.00人

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0



事業名

設計労務(直接人件費内業)

1)主任技術者の人数

2)技師長の人数

3)主任技師の人数

4)技師Ａの人数

5)技師Ｂの人数

6)技師Ｃの人数

7)技術員の人数

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

技師（Ｃ）

＊＊＊ Ｓ単－ 6号 ＊＊＊

設計労務(直接人件費内業)

設計労務(直接人件費内業)

1)主任技術者の人数

2)技師長の人数

3)主任技師の人数

4)技師Ａの人数

5)技師Ｂの人数

6)技師Ｃの人数

7)技術員の人数

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

技師（Ｃ）

＊＊＊ Ｓ単－ 7号 ＊＊＊

設計労務(直接人件費内業)

設計労務(直接人件費内業)

1)主任技術者の人数

2)技師長の人数

3)主任技師の人数

4)技師Ａの人数

5)技師Ｂの人数

6)技師Ｃの人数

7)技術員の人数

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

技師（Ｃ）

＊＊＊ Ｓ単－ 8号 ＊＊＊

点検取りまとめ

設計労務(直接人件費内業)

算出数量

1.000 式

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 式

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 式

歩Ａ

当たり算出

名  称 金  額

施工単価表 単価期Ａ
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   2/   5)

66,900

119,200

97,000

120,900

404,000

404,000

20,070

29,800

48,500

40,300

138,670

138,670

20,070

29,800

24,250

40,300

114,420

114,420

備  考

66,900

59,600

48,500

40,300

66,900

59,600

48,500

40,300

66,900

59,600

48,500

40,300

人

人

人

人

式

式

人

人

人

人

式

式

人

人

人

人

式

式

単位 単  価

1.000

2.000

2.000

3.000

0.300

0.500

1.000

1.000

0.300

0.500

0.500

1.000

数  量

R04003

R04004

R04005

R04006

S63003

R04003

R04004

R04005

R04006

S63003

R04003

R04004

R04005

R04006

S63003

コード

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

1.000 式

1.000 式

1.000 式

0.00人

0.00人

1.00人

2.00人

2.00人

3.00人

0.00人

0.00人

0.00人

0.30人

0.50人

1.00人

1.00人

0.00人

0.00人

0.00人

0.30人

0.50人

0.50人

1.00人

0.00人

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし



事業名

1)主任技術者の人数

2)技師長の人数

3)主任技師の人数

4)技師Ａの人数

5)技師Ｂの人数

6)技師Ｃの人数

7)技術員の人数

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

技師（Ｃ）

＊＊＊ Ｓ単－ 9号 ＊＊＊

現地調査

設計労務(直接人件費外業)

1)主任技術者の人数

2)技師長の人数

3)主任技師の人数

4)技師Ａの人数

5)技師Ｂの人数

6)技師Ｃの人数

7)技術員の人数

主任技師

外業

技師（Ａ）

外業

技師（Ｂ）

外業

＊＊＊ Ｓ単－ 10号 ＊＊＊

打合せ（設計業務基準日額）

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,着手前・最終,1.00人,1.00人,0.00人,0.00人,0.5日,0.46

日

1)設計工種

2)打合せ

3)設計用主任技師人数

4)設計用技師(Ａ)人数

5)設計用技師(Ｂ)人数

6)設計用技師(Ｃ)人数

7)打合せ日数

8)往復移動日数

主任技師

技師（Ａ）

＊＊＊ Ｓ単－ 11号 ＊＊＊

打合せ（設計業務基準日額）

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,中間,0.00人,1.00人,1.00人,0.00人,0.5日,0.46日

1)設計工種

2)打合せ

3)設計用主任技師人数

4)設計用技師(Ａ)人数

5)設計用技師(Ｂ)人数

6)設計用技師(Ｃ)人数

算出数量

1.000 式

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 式

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 回

歩Ａ

当たり算出

名  称 金  額

施工単価表 単価期Ａ
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   3/   5)

66,900

119,200

97,000

120,900

404,000

404,000

66,900

59,600

48,500

175,000

175,000

64,224

57,216

121,440

121,440

備  考

66,900

59,600

48,500

40,300

66,900

59,600

48,500

66,900

59,600

人

人

人

人

式

式

人

人

人

式

回

人

人

回

回

単位 単  価

1.000

2.000

2.000

3.000

1.000

1.000

1.000

0.960

0.960

数  量

R04003

R04004

R04005

R04006

S63007

R04003

R04004

R04005

S63010

R04003

R04004

S63010

コード

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

1.000 式

1.000 回

1.000 回

0.00人

0.00人

1.00人

2.00人

2.00人

3.00人

0.00人

0.00人

0.00人

1.00人

1.00人

1.00人

0.00人

0.00人

一般工種

着手前・最終

1.00人

1.00人

0.00人

0.00人

0.500日

0.460日

一般工種

中間

0.00人

1.00人

1.00人

0.00人

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0



事業名

7)打合せ日数

8)往復移動日数

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

＊＊＊ Ｓ単－ 12号 ＊＊＊

打合せ（設計旅費・交通費)

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,着手前・最終,通勤により打合せ,,,ライトバン,1日,4時

間,100km≦Ｌ（100km以上）

1)設計工種

2)打合せ内容

3)主任技師配置人員

4)技師Ａ配置人員

5)技師Ｂ配置人員

6)技師Ｃ配置人員

7)打合せ日数

8)往復移動日数

9)宿泊区分

12)交通機関区分

13)高速道路往復料金（税別）

14)鉄道往復1人当料金（税別）

15)バス往復1人当料金（税別）

16)船舶往復1人当料金（税別）

17)航空往復1人当料金（税別）

18)ライトバン使用日数

19)時間区分

20)往復移動距離区分

ﾗｲﾄﾊﾞﾝ[ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ･二輪駆動]

乗車定員5名 排気量1.5L

ガソリン

ＪＩＳ２号 レギュラースタンド

＊＊＊ Ｓ単－ 13号 ＊＊＊

打合せ（設計旅費・交通費)

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,中間,通勤により打合せ,,,ライトバン,1日,4時間,100km

≦Ｌ（100km以上）

1)設計工種

2)打合せ内容

3)主任技師配置人員

4)技師Ａ配置人員

5)技師Ｂ配置人員

6)技師Ｃ配置人員

7)打合せ日数

8)往復移動日数

9)宿泊区分

12)交通機関区分

13)高速道路往復料金（税別）

14)鉄道往復1人当料金（税別）

15)バス往復1人当料金（税別）

16)船舶往復1人当料金（税別）

17)航空往復1人当料金（税別）

18)ライトバン使用日数

19)時間区分

20)往復移動距離区分

ﾗｲﾄﾊﾞﾝ[ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ･二輪駆動]

乗車定員5名 排気量1.5L

ガソリン

ＪＩＳ２号 レギュラースタンド

＊＊＊ Ｓ単－ 14号 ＊＊＊

算出数量

1.000 回

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 回

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 回

名  称 金  額

施工単価表 単価期Ａ
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   4/   5)

57,216

46,560

103,776

103,776

1,960

1,868

3,828

3,828

1,960

1,868

3,828

3,828

備  考

59,600

48,500

1,960

173

1,960

173

人

人

回

回

日

Ｌ

回

回

日

Ｌ

回

単位 単  価

0.960

0.960

1.000

10.800

1.000

10.800

数  量

R04004

R04005

S63011

M28121

P34001

S63011

M28121

P34001

コード

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

1.000 回

1.000 回

0.500日

0.460日

一般工種

着手前・最終

1人

1人

0人

0人

0.50日

0.46日

通勤により打合せ

ライトバン

0円

0円

0円

0円

0円

1日

4時間

100km≦Ｌ（100km以上）

一般工種

中間

0人

1人

1人

0人

0.50日

0.46日

通勤により打合せ

ライトバン

0円

0円

0円

0円

0円

1日

4時間

100km≦Ｌ（100km以上）

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0



事業名

旅費交通費（設計外業宿泊用）

旅費交通費（設計外業宿泊用）

乙地,ライトバン,1.00日,1日,2時間,なし,100km≦Ｌ（100km以上）

1)宿泊地

2)交通機関区分

3)高速道路往復料金（税別）

4)鉄道往復料金[全員分合算]（税別）

5)バス往復料金[全員分合算]（税別）

6)船舶往復料金[全員分合算]（税別）

7)航空往復料金[全員分合算]（税別）

8)往復移動日数

9)ライトバン使用日数

10)時間区分

11)補正区分

12)技師長外業日数

13)主任技師外業日数

14)技師Ａ外業日数

15)技師Ｂ外業日数

16)技師Ｃ外業日数

17)技術員外業日数

18)往復移動距離区分

設計用主任技師日当

消費税抜き

設計用技師（Ａ）日当

消費税抜き

設計用技師（Ｂ）日当

消費税抜き

設計用主任技師宿泊費

（乙地）消費税抜き（７級相当）

設計用技師（Ａ）宿泊費

（乙地）消費税抜き（６級相当）

設計用技師（Ｂ）宿泊費

（乙地）消費税抜き（４級相当）

外業の滞在日額旅費３級相当以上

宿泊現地到着の翌日より29日目まで

外業の滞在日額旅費３級相当以上

宿泊現地到着の翌日より29日目まで

外業の滞在日額旅費３級相当以上

宿泊現地到着の翌日より29日目まで

ﾗｲﾄﾊﾞﾝ[ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ･二輪駆動]

乗車定員5名 排気量1.5L

ガソリン

ＪＩＳ２号 レギュラースタンド

＊＊＊ Ｓ単－ 15号 ＊＊＊

電子納品版業務報告書作成

電子納品版業務報告書作成

1,Ａ－４,800,8㎝,0

1)報告書部数(部)

2)規格区分

3)枚数区分(枚)

4)厚さ区分

5)CD-R枚数(枚)

報告書焼付代（コピ－）

Ａ－４以下 ８００枚

簡易加除式ファイル

Ａ４縦型幅8cm(チューブ・パイプファイル)

ＣＤ－Ｒ

ＣＤ－Ｒ(記録面色素フタロシアニン)７００MB

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 式

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 式

名  称 金  額

施工単価表 単価期Ａ
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   5/   5)

2,364

2,000

2,000

10,727

8,909

8,909

83,540

83,540

83,540

1,650

934

288,113

288,113

10,200

695

0

10,895

10,895

備  考

1,182

1,000

1,000

10,727

8,909

8,909

8,354

8,354

8,354

1,650

173

10,200

695

47

式

人

人

人

人

人

人

人

人

人

日

Ｌ

式

式

部

冊

枚

式

単位 単  価

2.000

2.000

2.000

1.000

1.000

1.000

10.000

10.000

10.000

1.000

5.400

1.000

1.000

0.000

数  量

S63017

P54202

P54203

P54204

P54002

P54003

P54004

P54113

P54113

P54113

M28121

P34001

S63023

P43496

P43543

P43602

コード

合 計

単 価

合 計

単 価

1.000 式

1.000 式

乙地

ライトバン

0円

0円

0円

0円

0円

1.00日

1日

2時間

なし

0.000日

10.800日

10.800日

10.800日

0.000日

0.000日

100km≦Ｌ（100km以上）

1.000

Ａ－４

800

8㎝

0.000

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0



T00001

S63007

T00002

S63003

T00003

S63003

T00004

S63003

コード 名  称（規  格） 数  量

1.000

1.000

1.000

1.000

事業名

＊＊＊ Ｔ単－ 1号 ＊＊＊

状況調査（現地調査）

現地調査

＊＊＊ Ｔ単－ 2号 ＊＊＊

状況調査（施設情報の整理）

設計労務(直接人件費内業)

＊＊＊ Ｔ単－ 3号 ＊＊＊

実施設計（自動給水ゲートの検討）

設計労務(直接人件費内業)

＊＊＊ Ｔ単－ 4号 ＊＊＊

実施設計（自動給水ゲートの実施設計）

設計労務(直接人件費内業)

歩Ａ

当たり算出

Ｓ単   9号

算出数量

10.000 箇所

歩Ａ

当たり算出

Ｓ単   5号

算出数量

10.000 箇所

歩Ａ

当たり算出

Ｓ単   6号

算出数量

10.000 箇所

歩Ａ

当たり算出

Ｓ単   7号

算出数量

10.000 箇所

金  額

特別単価表 単価期Ａ
ICTモデル事業

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

業務別業務名:大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

九州農政局

業務名

(   1/   1)

175,000

175,000

17,500

404,000

404,000

40,400

138,670

138,670

13,867

114,420

114,420

11,442

備  考

175,000

404,000

138,670

114,420

箇所

式

箇所

箇所

式

箇所

箇所

式

箇所

箇所

式

箇所

単位 単  価

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

10.000 箇所

10.000 箇所

10.000 箇所

10.000 箇所



 
 
 
 
 

令和７年度ＩＣＴモデル事業 
 

大野川上流地区受益地内水管理省力化対策 
実施設計業務 

 
 
 
 
 
 
 
 

特 別 仕 様 書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九州農政局北部九州土地改良調査管理事務所 
 

 



第１章 総 則 

 

（適用範囲） 

第 1-1 条 

令和７年度ＩＣＴモデル事業大野川上流地区受益地内水管理省力化対策実施設計業務

の施行にあたっては、農林水産省農村振興局制定「設計業務共通仕様書」（以下「共通仕

様書」という。）によるほか、同仕様書に対する特記及び追加事項は、この特別仕様書に

よるものとする。 

 

（目的） 

第 1-2 条 

ＩＣＴ技術の活用による自動制御・遠隔監視、無効放流の削減、水管理労力の削減のた

めの大野川上流地区ＩＣＴ整備構想に基づき、関係施設の実施設計等を行うものである。 

 

（場所） 

第 1-3 条 

本業務において対象とする場所は、大分県竹田市荻町地内で、別紙位置図に示すとお

りである。 

 

(土地への立入り等) 

第 1-4 条 

作業実施のための土地への立入り等は、共通仕様書第 1-16 条によるが、発注者の許

可無く土地の踏み荒らし、立木伐採等行った場合に対する補償は、受注者の責任におい

て処理するものとする。 

 

（履行確実性評価の達成状況の確認） 

第 1-5 条  

本業務の受注にあたり、調査基準価格を下回る金額で受注した場合には、履行確実性評

価の審査で提出した追加資料について、業務実施状況を踏まえた実施額に修正し、これを

裏付ける資料とともに、業務完了検査時に提出するものとする。その上で、提出された資

料をもとに以下の内容について履行確実性評価の達成状況を確認し、その結果を業務成績

に反映させるものとする。 

 なお、業務完了検査時までに提出されない場合には以降の提出を受け付けず、業務成績

評定に厳格に反映させるものとする。 

 

 ①審査項目 a）～c）において、審査時に比較して正当な理由なく必要額を下回った場合 

 ②審査項目 d）において、審査時に比較して正当な理由なく再委託額が下回った場合 

 ③その他、業務計画書等に示された、実施体制、実施手順、工程計画が正当な理由なく

異なる等、業務実施体制に関する問題が生じた場合 

 ④業務成果品のミス、不備等 



（一般事項） 

第 1-6 条 

 業務請負契約書及び共通仕様書に示す以外の一般事項は、次のとおりである。 

 （1）作業実施順序、方法等は監督職員と密接な連絡を取り、作業の円滑な進歩を図る

ものとする。 

  （2）作業に従事する技術者は、対象業務に十分な知識と経験を有した者とする。 

  （3）受注者は常に業務内容を把握し、業務期間中に監督職員が資料の提出を求めた場

合は速やかにこれに応じるものとする。 

 

（管理技術者） 

第 1-7 条 

管理技術者は、共通仕様書第 1-6 条 第 3 項によるものとし、農業土木技術管理士以外

の資格に係る該当する技術部門・選択科目は次のとおりとする。 

資   格 技術部門 選択科目 

技術士 
総合技術監理 農業土木、農業農村工学 

農業 農業土木、農業農村工学 

博士 
当該業務に関連する

学術部門 
 

シビルコンサルティングマネー

ジャー 
農業土木 － 

 

（担当技術者） 

第 1-8 条 

担当技術者は、共通仕様書第 1-8 条によるものとする。 

 

（配置技術者の確認） 

第1-9 条 

共通仕様書第1-11条における業務組織計画の作成及び共通仕様書第1-12条に基づく技術

者情報の登録にあたっては、次によるものとする。 

(1) 受注者は、業務計画書の業務組織計画に配置技術者の所属・役職及び担当する分担

業務を明確に記載するものとする。 

なお、変更業務計画書において、業務組織計画を変更する際も同様とする。 

(2) 農業農村整備事業測量調査設計業務情報サービスへの技術者情報の登録は、業務計

画書の業務組織計画において位置付けられた技術者を登録対象とし、事前に監督職員

の承認を得るものとする。 

 

 

 



（保険加入） 

第1-10 条 

受注者は、共通仕様書第1-37条に示されている保険に加入している旨を業務計画書に明

示しなければならない。また、監督職員から請求があった場合は、保険加入を証明する書

類を提示しなければならない。 

 

 

第２章 作業条件 

 

（適用する図書） 

第 2-1 条 

本業務の基本的事項に関しては、次に示す図書によるものとする。他の図書を適用する

場合は、監督職員の承諾を得るものとする。 

 

（参考図書） 

第 2-2 条 

  本業務の参考にする図書は、共通仕様書第 2-1 条によるものとする。 

 

(貸与資料等) 

第 2-3 条 

資料名は次表のとおりである。 

番号 資  料  名 数量 

１ 
令和４年度ＩＣＴモデル事業大野川上流地区受益地内水管理省力化

対策検討業務報告書 
１式 

２ 
令和５年度ＩＣＴモデル事業大野川上流地区受益地内水管理省力化

対策検討業務報告書 
１式 

３ 
令和６年度ＩＣＴモデル事業大野川上流地区受益地内水管理省力化

対策実施設計業務報告書 
１式 

４ 
平成 27 年度大野川上流農業水利事業 

計画変更資料作成その他業務 報告書 
１式 

５ その他業務実施上、監督職員が必要と認める資料 １式 

番号 名    称 発 行 所 制定(改訂)年月 

１ 

水管理制御方式技

術指針（計画設計

編） 

（一社）農業土木機械化協会 平成 25 年３月 



(参考図書及び貸与資料の取扱い)  

第 2-4 条 

第 2-2 条、第 2-3 条に示す参考図書及び貸与資料の取扱いは次のとおりとする。 

（１）参考図書及び貸与資料の記載事項に相互に矛盾がある場合、又は解釈に疑義が生じ

た場合 は、監督職員と協議するものとする。 

（２）参考図書は、設計作業時点の最新版を用い設計作業中に改訂された場合には、監督

職員と 協議するものとする。 

（３）貸与資料は、原則として初回打合せ時に一括貸与するものとし、監督職員の請求が

あった 場合のほか完了検査時に一括返納しなければならない。 

 

 

第３章 作業内容 

 

(作業項目及び数量) 

第 3-1 条 

本業務における作業項目及び数量は、次の作業項目表のとおりであり、詳細は別紙【作

業項目内訳表】に示すものとする。 

 

作業項目表 
 

作 業 項 目 数 量 備 考 

1．準備作業 1 式  

2．状況調査 1 式  

3．実施設計 1 式  

4. 点検とりまとめ 1 式  

 

(作業の留意点) 

第 3-2 条 

作業の実施に際し特に留意する点は、次のとおりとする。 

(1) 電算機を使用する場合は、計算手法及びアウトプット等の様式について事前に監督職

員の承諾を得るものとする。 

(2) 第 2 章及び共通仕様書に示す参考図書、貸与資料や受注者が有する資料等を参考にし

た場合は、その出典を明示するものとする 

(3) 業務履行中において、一部成果物の提出を求めることがあるが、受注者はこれに協力す

るものとする。 

(4) 共通仕様書第 1-11 条に基づき作成する業務計画書には、技術提案書の添付は行わない

こととする。 

 

 



(業務写真における黒板情報の電子化) 

第3-3条 

黒板情報の電子化は、被写体画像の撮影と同時に業務写真における黒板の記載情報の電

子的記入を行うことにより、現場撮影の省力化、写真整理の効率化を図るものである。 

受注者は、業務契約後に監督職員の承諾を得たうえで黒板情報の電子化を行うことがで

きる。黒板情報の電子化を行う場合、受注者は、以下の(1)から(4)によりこれを実施する

ものとする。 

(1) 使用する機器・ソフトウェア 

受注者は、黒板情報の電子化に必要な機器・ソフトウェア等（以下、「機器等」とい

う。）は、電子的記入ができるもので、かつ「電子政府における調達のために参照すべ

き暗号のリスト(CRYPTREC暗号リスト） 」 

(URL「https://www.cryptrec.go.jp/list.html」） に記載する基準を用いた信性憑確

認機能（改ざん検知機能）を有するものを使用するものとする。 

(2) 機器等の導入 

1) 黒板情報の電子化に必要な機器等は、受注者が準備するものとする。 

2) 受注者は、黒板情報の電子化に必要な機器等を選定し、監督職員の承諾を得なけれ

ばならない。 

(3) 黒板情報の電子的記入に関する取扱い 

1) 受注者は、(1)の機器等を用いて業務写真を撮影する場合は、被写体と黒板情報を電

子画像として同時に記録してもよいこととする。 

2) 本業務の業務写真の取扱いは、「電子化写真データの作成要領（案）」によるものと

する。 

なお、上記(1)に示す黒板情報の電子的記入については、「電子化写真データの作成

要領（案）6 写真編集等」に示す「写真編集」には該当しないものとする。 

3) 黒板情報の電子化を適用する場合は、従来型の黒板を写し込んだ写真を撮影する必

要はない。 

(4) 写真の納品 

受注者は、(3)に示す黒板情報の電子化を行った写真を、業務完了時に発注者へ納品

するものとする。 

なお、受注者は納品時に

URL(http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html) のチェックシステム

（信憑性チェックツール） 又はチェックシステム（信憑性チェックツール）を搭載

した写真管理ソフトウェアを用いて、黒板情報を電子化した写真の信憑性確認を行

い、その結果を監督職員へ提出するものとする。 

(5) 費用 

機器等の導入に要する費用は、従来の黒板に代わるものであり、直接経費に含まれ 



る。 

 

 

第４章 打合せ 

 

(打合せ) 

第 4-1 条 

共通仕様書第 1-10 条による打合せについては、主として次の段階で行うものとする。ま

た、初回及び最終回の打合せには管理技術者が出席するものとする。 

 

初 回 作業着手の段階 

第２回 中間打合せ（現地調査段階） 

第３回 中間打合せ（施設情報の整理段階） 

第４回 中間打合せ（自動給水ゲートの実施設計段階） 

最終回 報告書原稿作成段階 

なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当は、業務打合せ記録簿を

作成し、上記の打合せの都度内容について、監督職員と相互に確認するものとする。 

ただし、調査基準価格を下回る価格で契約した場合においては、上記に定める打合せを含

め、受注者の責により管理技術者の立会いの上で打合せ等を行うこととし、設計変更の対象

とはしない。 

その際、管理技術者は、共通仕様書第 1-11 条に定める業務計画書に基づく業務工程等の

管理状況を報告しなければならない。 

 

 

第５章 成果物 

 

(成果物) 

第 5-1 条  

成果物を共通仕様書第 1章第 1-17 条に基づき作成し、次のものを提出しなければならな

い。 

1.成果物の電子媒体（CD-R もしくは DVD-R） 正副 2 部 

2.成果物の出力 １部(電子媒体の出力（A4）、市販のファイル綴じで可) 

3.図面原図一式 

 

 (成果物の提出先) 

第 5-2 条 

成果物の提出先は、次のとおりとする。 

 熊本県阿蘇郡産山村大字山鹿 2084-5（大蘇ダム管理所） 

九州農政局 北部九州土地改良調査管理事務所 大蘇ダム管理所駐在 

 



第６章 契約変更 

 

(契約変更) 

第 6-1 条  

業務請負契約書第 17 条から第 20 条に規定する発注者と受注者による協議事項は、次の

とおりとする。 

(1) 第 3-1 条に示す「作業項目及び数量」に変更が生じた場合。 

(2) 第 4-1 条に示す「打合せ」に変更が生じた場合。 

(3) 第 5-1 条に示す「成果物」に変更が生じた場合。 

(4) 履行期間の変更が生じた場合。 

(5) 関係機関等対外的協議等により業務計画等に変更が生じた場合。 

(6) その他 

 

 

第７章 定めなき事項 

 

(定めなき事項) 

第 7-1 条 

この特別仕様書に定めなき事項又はこの業務の実施に当たり疑義が生じた場合は、必要

に応じて監督職員と協議するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙【作業項目内訳表】 

作業項目 作   業   内   容 備考 

1. 準備作業 貸与資料等を把握し、業務計画を作成する。 

 
 

2. 状況調査 

 2.1 現地調査 

 

 

貸与資料を基に一幹末支線掛かりの給水ゲートの配置を確認

し、施設の現状及び管理状況を調査する。 

・一幹末支線：給水ゲート 103 箇所（受益面積 約 21ha） 

 

 

 2.2 施設情報

の整理 

 

現地調査結果や貸与資料により、一幹末支線掛かりの給水ゲ

ートの施設情報を整理する。 

・一幹末支線：給水ゲート 103 箇所（受益面積 約 21ha） 

 

 

3. 実施設計 

3.1 自動給水

ゲートの検

討 

 

 

2.の調査結果や貸与資料を基に各支線掛かりの給水ゲート

に対して自動給水ゲートの検討を行う。検討に際しては、自動

給水ゲートと既設水路の接続部構造の相違（既設部の大き

さ、向き、配水部構造）などを確認し、各箇所毎に標準 6 タイ

プ（過年度業務にて設定した 6タイプ：参考図面参照）のど

のタイプに該当するか整理する。 

・一幹末支線：給水ゲート 103 箇所（受益面積 約 21ha） 

 

 

3.2 自動給水

ゲートの実

施設計 

 

3.1 の自動給水ゲートの検討結果及び貸与資料に基づき、機

器整備に向けた実施設計を行う。 

機器整備は、土地改良区等の管理者がスマートフォンによる

遠隔操作又はタイマーによる自動操作を行うことを前提とす

る。 

実施設計の結果に基づき、図面、数量計算書、特別仕様書(案)

を作成し、概算工事費を算出する。 

なお、地形図には発注者から提供する GIS データを活用する。 

・一幹末支線：給水ゲート 103 箇所（受益面積 約 21ha） 

 

 

4. 点検とりま

とめ 

各作業項目の点検とりまとめを行い、報告書を作成する。 

 
 

 
















